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ヒト T リンパ球は， Fc レセプターの表現から 2 種のサブセット，すなわちTγ 細胞とTμ 細胞に大別
される。形態的には， Tγ 細胞がアズール頼粒を持つ大リンパ球であるのに対して， Tμ細胞は小リンパ
球である。一方我々はTγ の表面形質を持つ慢性リンパ性白血病 (Tγ- CLL) 2 例と Tμ ー CLL 1 例
を経験し，上記のTγ ， Tμ細胞の形態学的特徴を有することに加えて，電顕下に観察すると， Tγ-CL
L の 1 例では， Parallel tubular array (PTA) と呼ばれる特有の頼粒を認めるのに対し， Tγ- CL 




が， PTAは正常リンパ球の T細胞分画には認めるものの，更に分離操作を加えるとTγ 分画にも，ま
たTμ 分画にも全く見出されなくなった。これは PTAが上記の分離過程で消失する乙とを示唆すると
考えられた。本研究は， リンパ球の分離方法を再検討し改良を加える乙とにより，正常T リンパ球サブ




ット形成細胞 (T細胞)に付着した羊赤血球を，従来一般に繁用されてきた N出Cl -Tris 溶液に代え
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て， autologous plasma を用い，乙れに含まれる自然抗体を利用して溶解した。ついでウサギIgG
抗体で感作した牛赤血球 CEAox )と混合し，ロゼット形成を行わせた後， 3%グルターノレアルデヒド，
さらに 1%四酸化オスミウムで固定し電顕試料を作成した。電顕下に， EA ox ロゼット形成細胞をTγ
細胞，非形成細胞をTμ分画として分類し，各々 100 個以上の細胞を観察した。なお羊赤血球の溶血に
は， NH4 C 1 -Tris 溶液を用いる方法も併せ行し 1比較検討した。
1. Tγ 細胞の形態
Tγ 細胞は，円形ないし類円形，細胞表面に小突起を持つ比較的大型の細胞で，細胞質は広く，電顕
観察下では， ミトコンドリア，良く発達した Golgi 装置，少数の粗面小胞体を認めた。細胞質には頼
粒が散在し， 63.1 "-'7 5.0 %の細胞に PTAが観察されたo P T Aは密集した管状構造物で構成された直
径 0.2"-'0 .4 μmの頼粒で，一部のものは一層の限界膜で囲まれていた。ごく一部のTγ 細胞では PTA
を持たず SDB を認めた。
2. Tu 細胞の形態
Tμ分画には， Tγ 細胞に比べ小型で細胞質が狭く，細胞内小器官に之しい細胞が多い。 CDB はこの
分画にのみ見られ， Tμ細胞を特徴づける構造物と考えられた。 CDBは高電子密度の円形頼粒が数個
密に集合した特有の構造を持ち， Golgi 装置の近傍にときに Gall body を伴って見られた。
3. P TAの形態に対する NH4CI -Tris の影響
NH4 CI-Tris 溶液を用いて分離したTγ 細胞￠頼粒は全て SDB の形態をとり， PTAは全く認めら
れなかった。また Tγー CLL 症例の白血病細胞に見られた PTA も， NH4CI -Tris 溶液で処理する
とその管状構造を失い S D BIC:変化することが確認された。
(総括)
正常ヒト T リンパ球サブセットの電顕観察により以下の結果を得た。
1. NH4Cl ー Tris 溶液に代えて autologous plasma を用いる乙とにより，正常Tγ 細胞の大部分が
PTAを持つことを明らかにした。
2. Tγ 細胞には， PTAを持つ細胞以外に SDB を持つものも少数ながら存在し， Tγ サブセットの
形態的多様性が示唆された。
3. CDB はTμ 分画にのみ見られ， Tμ 細胞を特徴づける構造物と考えられた。
4. 従来リンパ球サブセットの分離に用いられてきたNH4 Cl- Tris 溶液は，正常Tγ細胞ならびに白
血病Tγ 細胞の PTAの管状構造を消失させ dense body I乙変化させる乙とを確認した。
論文の審査結果の要旨
本研究は，臨床の場で遭遇した稀有な症例Tγ-CLL と Tμ- CLL の詳細な観察から，乙れらに見
られる形態学的特徴が，正常な Tμ 細胞にも見出し得る事，即ち前者が parallel tublar arraぁ 後者
が c1 ust ered dense body と呼ばれる特有の頼粒を持つ事を証明したもので，これは従来知られていな
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かった新知見である。また本研究を通じて従来から細胞傷害性がないとされ， リンパ球分離に繁用され
て来た NH4 Cl 溶液のリンパ球形態に及ぼす影響も明らかにされ，今後の乙の分野の研究に寄与する所
が大きいものと思われる。
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